
第 4 回 インキュベーション・シーズセミナー 

「SIer のための AI ガバナンス実践セミナー」開催 

 令和 8 年 5 月 26 日、デジタルビジネスインキュベーションコミュニティ（幹事：川島浩之

((株)SRA)、リーダー：高坂匠(ジパングプロジェクト(株)）主催による「第 4 回 インキュベーショ

ン・シーズセミナー「SIer のための AI ガバナンス実践セミナー～規制対応・AI エージェントリス

ク・業界動向を 120 分で総整理～」が、JISA 会議室およびオンライン（Zoom ウェビナー）のハイ

ブリッド形式にて開催された。当日は会場およびオンラインを合わせて 300 名近くの会員企業関係

者が参加し、昨今急速に注目を集める AI ガバナンスや AI セーフティに対する関心の高さがうかが

える盛況ぶりとなった。 

■開会挨拶：自律型 AI 時代の産業構造変化と SIer の武装化 

はじめに、デジタルビジネスインキュベーションコミュニティのリーダーを務める高坂氏より開

会の挨拶が行われた。同コミュニティは平成 29年の発足以来、情報サービス産業における多段階下

請け構造の変革や、受託ビジネスからの脱却を目指すインキュベーション活動を推進してきた。 

 高坂氏は、「日本の国際的な IT競争力はここ 10年ほど低迷を続けているが、いま足元で起きて

いる AIエージェントや自律型 AI、さらには『Claude Code』などの進化は、ソフトウェア業界その

ものを根底から変えつつある」と指摘。さらに、この進化はソフトウェア業界に留まらず、あらゆ

るホワイトカラー、さらにはフィジカル AIの台頭によりブルーカラーの労働構造をも劇的に変化さ

せると予測した。 

■講演：「SIer のための AI ガバナンス実践セミナー」 

 続いて、世界トップクラスの AIセーフティ技術を有し、国内外の AI 安全性議論にも深く関わる

株式会社 Elithの代表取締役 CEO/CTOである井上顧基氏を講師に迎え、120分にわたる実践的な講

演が行われた。 

1. 「RSAC 2026」が示した 5つの最新トレンド 

 井上氏は、2026年 3月にサンフランシスコで開催された世界最大のサイバーセキュリティカンフ

ァレンス「RSAC 2026」の視察報告として、以下の 5つのキー・トレンドを解説した。 

① Shadow AI（シャドウ AI）の常態化：従業員が個別契約や無料プランで生成 AIを利用し、組織

が統制できていない現状。企業の 3〜4割、実態としてはそれ以上で常態化している。 

② AI エージェントの特権 ID管理（PAM）：エージェントが APIキーやトークンを持つ「特権 ID」

として振る舞うため、人間同様のライフサイクル管理が必要になる。 

③ インライン防御と事後監査の二層構造：プロンプト投入前の即時制御（ガードレール）と、出力

https://www.elith.ai/


後の継続監査を組み合わせる多層防御が業界標準化

している。 

④ サービス横断の攻撃経路可視化：マルチエージェ

ント時代の偵察に対応するため、複数のセキュリテ

ィツールを連携して攻撃ストーリーを可視化する手

法。 

⑤ データ品質に依存する競争力：SOC（セキュリテ

ィオペレーションセンター）業務をマルチエージェ

ントで効率化する際、判断精度はデータ品質に直結

する。 

 井上氏は、「これからの時代は AIの『禁止』ではなく、可視化・権限制御・行動監視・評価のル

ープによる『統制』が新しい基本形となる」と強調した。 

 

2. 「攻撃側 AI」の現実と Claude Mythos の衝撃 

 本セミナーの最大の山場として、Anthropic 社が 2026年 4月に発表したサイバーセキュリティ特

化型フロンティアモデル「Claude Mythos」の脅威が語られた。 

 同モデルは、コンソーシアム「Project Glasswing」を通じて限定公開され、わずか 1ヶ月で 1万

件以上の高・重大脆弱性を自律的に発見。英国の AI Security Institute（AISI）による独立評価

では、企業ネットワークへの 32ステップに及ぶ模擬攻撃（The Last Ones）において、従来モデル

の成功率が 0回だったのに対し、10回中 3回完遂するという驚異的な結果を残した。 

 井上氏は、「攻撃側 AIはすでに 24時間 365 日、並列かつ網羅的に熟練者レベルの攻撃を仕掛け

る運用フェーズに入っている。AIエージェントが本番 DBを全削除した Replit事件などの新リスク

も現実化しており、防御側も AIエージェントを用いた継続的な検査と統制が不可欠だ」と警鐘を鳴

らした。 

3. SIer が押さえるべき規制とバリューチェーン 5つの工程 

 SIerは、システムの受託開発（AI開発者）、自社 SaaSへの搭載（AI 提供者）、社内での活用

（AI利用者）という「3つの役割」を同時に担う唯一の業態である。そのため、2025年 9月に全面

施行された AI推進法や、2026年 3月に改定された「AI事業者ガイドライン v1.2」（AIエージェ

ント・フィジカル AI の明文化）、2026年 8月に本格適用を控える「EU AI Act」（全世界売上の最

大 7%の制裁金リスク）への対応は待ったなしの状況である。 

 Elith社では、これらに対応するフレームワークとして「①可視化、②構築、③防御、④監査、

⑤診断（レッドチーミング）」からなる AIガバナンス・バリューチェーン 5つの工程を提唱。同社

の国産プラットフォーム「GENFLUX（ジェンフラックス）」を用い、ハルシネーション（AIの嘘）

を 1%未満に抑える高精度な RAG評価機能や、マイナンバー・運転免許証といった日本固有の個人情

報のリアルタイムマスキング、そして「Claude Mythos」級の攻撃を想定した疑似攻撃による脆弱性

診断（レッドチーミング）のデモが披露された。 
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 講演後半には、会場およびオンラインの参加者から多くの質問が寄せられ、実務に即した議論が

展開された。 

■総括と今後の展望 

 最後に、今週中に着手すべき「社内 AI利用の棚卸し」、今月中の「AI事業者ガイドライン v1.2

の影響範囲確認」、3 ヶ月以内の「AIガバナンス整備のロードマップ策定」という 3つの具体的な

To-Doが提示され、120分に及ぶセミナーは盛況のうちに閉会した。 

 当コミュニティでは、令和 8年度も継続して情報サービス産業においてインキュベーションに資

する各種活動を推進していく。関心のある会員各位においては、ぜひ本コミュニティへの積極的な

参画をご検討いただきたい。 

（デジタルビジネスインキュベーションコミュニティ事務局） 


